
全国の優良経営体事例を紹介

農林水産省各種事業の逆引き辞典を紹介

－９－

各種参考情報

記事に関するご意見
関心のある話題など

ご意見はこちらからお願いします

全国の優良経営体の取組事例を農林水産省のHPから閲覧可能です。是非ご覧下さい。

ＵＲＬ: https://www.maff.go.jp/j/nousin/nouti/einou_info/e_keiei_zirei/index.html
（または、農林水産省HP トップページから「優良経営体事例」で検索。）

農林水産業に関する各種事業を農林水産省のHPから検索可能です。

ＵＲＬ：https://www.gyakubiki.maff.go.jp/appmaff/input/

本誌に関するご意見

ここをクリック

全国の優良事例をご覧にいただけます

こちらのQRコード
からも閲覧可能です

補助金を
クリック

農業者を
チェック

機械を買う
チェック

検索を
クリック

比較をチェック

比較するを
クリック

例）機械購入の補助事業を調べたい場合

①補助金をクリック ②農業者、機械を買うなど該当する項目
をチェックして検索をクリック

③比較したい事業をチェックして
比較するをクリック

④事業概要が表示されますので、関心
のある事業をクリック

事業名をクリック

⑤事業内容が表示
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